
資料３

頁番号 旧 新

表紙 西暦、和暦の記載、府中市 和暦（西暦）に統一、府中市商店街振興プラン検討協議会へ変更

1
旧プランの表記 「平成25年度に策定した府中市商店街振興プラン（以下「旧プラン」とい

う）」へ変更

1～ 英語表記の全角と半角が混在 半角に統一

2 「～当たり」と「～あたり」が混在 「～あたり」に統一

3 西暦、和暦の記載 本文中は和暦に統一（一部調査結果に合わせて和暦(西暦)とした。）

4～5

小売業について 売場面積あたり年間商品販売額（百万円）を表に追加し、店舗あたり従業員
数を削除。あわせてP4の文面を全面的に修正し、P9の課題に挙げた関連文章
を変更

5 最新データとして2016年までしか入手できなかったことの記載 （注）を追記

6 『マイナス影響が発生した』の『』だけ違う 「マイナス影響が発生した」へ変更

8～ 図表の中にNやｎの記号が入っている nに統一（nは、サンプル調査の回収サンプルサイズを意味します。）

10

「買回品」「最寄品」 「最寄品（迷わずに買う日常的な商品：雑誌、日常の食料品等）と買回品
（購入するまでにサービスや価格等を比較して買う商品：テレビ、パソコン
等）」へ変更

10
％と割の混在 基本的に％に修正。あわせて文言を修正。（文脈に合わせて「割」も使用）

25
「中食」読み方や意味 用語集へ追加

27

調査実施時期が2020年2月17日～3月4日であり、コロナが流行し始めた時期
のため、売上減少予想をしていると考えられる。そのような時代背景等を追
記した方が良い。

「なお、調査実施が、新型コロナウイルス感染症拡大の兆しが見られた時期
と重複したこともあり、先行き不透明感から売上高の減少を予想する回答が
多くなったことが考えられます。」を追記

34 「産業分野、行政分野」とは何を意味するのか。 「民間企業、行政機関に関わらず」に変更

35 「SDGｓ」と「サスティナビリティ」について SDGｓは用語集へ追加。サスティナビリティは（持続可能性）を追記

36，38、40、41
商品・サービス 「商品（メニュー）」に変更

39 事業No1-1-1「逸品開発支援事業」 「一押し商品（メニュー）づくり支援事業」に変更
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40
事業①「逸品開発支援事業」の内容「個店の取組をベースに、商店街が会議
所と連動して、市民等と共に地元野菜等を活用した～」

「個店が地域資源を活用した～」へ変更

40～41

事業Ⅰ-1-①「逸品開発～」とⅠ-2-③「小規模～販路開拓～」 事業Ⅰ-1-①は、「くらやみ祭やラグビーのまち府中をイメージした商品(メ
ニュー)、府中産の野菜や果実などを使用した商品（メニュー）など」、事
業Ⅰ-2-③は、「新規顧客獲得のためのチラシ作成やホームページの開設や
ネット販売システムの構築、感染症拡大予防のためのパーテーションや換気
設備設置など」を追記。P41はリード文を修正

40～41

基本施策Ⅰ「個店の個性や特徴を発揮できる支援の充実」 Ｐ40のⅠ-1「個店ならではの商品（メニュー）の開発」に①「一押し商品
（メニュー）づくり支援事業」と②「TOKYO地域資源等活用推進事業」、Ⅰ-
2を「商品（メニュー）のPRや販路開拓支援の実施」などとし、①「小売店
舗と個店との連携事業」②「一押し商品(メニュー)合同PR支援事業」③「小
規模事業者販路開拓等支援事業」に修正。あわせてリード文を修正。Ｐ39も
修正。

42
参考事業の内容 「JAPANブランド～」→「～プロジェクトに対して支援します。」、「販路

開拓～」→「～派遣することで支援します。」へ変更

45 事業③「100円商店街」 削除。P39も削除。（街）バル活動を④→③へ変更

45

事業①「地域通貨制度」の内容 「～調査・研究を行います。（改行）なお、本制度確立後に、「ふちゅチ
ケ」などの消費喚起商品券を実施する際、本制度との連携を検討します。」
を追記

50

②「市民マイバッグ持参運動」について ②「市民マイバッグ持参運動」の実施主体を「市」とし、内容に、「～商店
街をPRします。（改行）また、マイバッグの適正な利用を促します。」へ変
更

54

施策活用のポイント 「外国人対応支援、ユニバーサルデザインの浸透」を「高齢者や子ども、外
国人など、多様な人々が利用しやすい店内環境への配慮」へ変更

55 商店会⑥八幡町共和会 ｐ56の「住宅街・郊外型」へ変更

55 施策活用のポイント 「地域での居場所づくり」「見守り支援」を追記

55～57 「販売形態多様化支援事業」の事業番号 ⅴ-1-①へ変更

58 図の左側上、「連携・協力」 協働へ変更

66

ヒアリング調査の結果について 「〇商店街のていをなしていないところは、他の商店街と合併した方が良
い。」「〇商店会の運営を専門でやってくれる人を派遣してもらえれば、非
常に助かる。」を追記


